
一年生紹介会場全景

新荘学区の常住人口	 世帯数 3,138
男 3,079　女 3,363　　合計 6,442

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 661	（10.1％）	 15	〜 64 才	 3,886	（59.4％）
	 65	才以上	 1,995	（30.5％）

七
月
二
十
二
日（
日
）
新
荘
小
学
校
校
庭
で
開
催
さ
れ
た
新
荘
夏
ま
つ
り

は
、
好
天
に
恵
ま
れ
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
新
荘
小
管
楽
合
奏
部
、
茨

城
中
・
高
吹
奏
楽
部
、
水
商
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
や
ん
さ
太
鼓
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
行
事
に
、
約
二
千
三
百
名
の
方
が
祭
り
を
堪
能
さ
れ
、
新
荘
地
区

住
民
の
ふ
れ
あ
い
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
“
夏
”
が
加
わ
り
、

「
新
荘
夏
ま
つ
り
」
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
日
は
半
袖
で
は
肌
寒

い
一
日
で
し
た
。

特
に
、
今
年
は
音
響
に
力
を
入
れ
ま

し
た
の
で
、
会
場
の
雰
囲
気
は
最
高
で

し
た
。

暑
さ
を
吹
き
と
ば
す

　
　

勇
壮
な
ヤ
ン
サ
太
鼓
で
最
高
潮
に

新
荘　
　

ま
つ
り

新
荘　
　

ま
つ
り

夏夏
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砂久保 子どもみこしで、

まつりスタート!!



水商のチアリーダーのお姉さんたちと交流
ちょっとはずかしそう

何が当たるか、たのしみだね

頭をつかって白黒をつけよう
今年の参加者は、約2,300名でした

SHINSO SUMMER FESTIVAL
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ぼくたちの太鼓
に

　　あわせて盆
おどり

ひたちなか市の
やんさ太鼓保存会
300余年の伝統の迫力です



合
同
総
会

二
十
四
年
度

高橋靖水戸市長あいさつ

奥田議長により議事進行

新荘女性の会　支部長紹介

五
月
十
九
日（
土
）
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
新
荘
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部
の
合
同
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

●
新
荘
夏
ま
つ
り

	

七
月
二
十
二
日

●
敬
老
会	

九
月
十
七
日

●
市
民
運
動
会	

十
月
七
日

●
健
康
診
断

	

十
一
月
十
五
・
十
六
日

●
歩
く
会	

十
一
月
十
八
日

●
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

	

三
月
二
・
三
日

今
年
度
の
主
な
行
事

新
荘
学
区
六
十
九
町
内
会
の

う
ち
、
六
十
町
内
会
長
の
出
席

を
い
た
だ
き
、
二
十
三
年
度
事

業
報
告
、
決
算
報
告
と
二
十
四

年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
の
あ
と
、
高
橋
靖
市
長

よ
り
次
の
よ
う
に
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
震
災
復
興
〜
電
気
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
と
し
て
、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
に
発
電
機
を
配
置

・
市
庁
舎
の
復
興
〜
市
民
の
意

見
を
吸
ん
で
、
今
年
度
中
に

結
論
を
出
す
。

・
独
居
の
方
の
安
否
確
認
〜
最

も
大
切
な
こ
と
は
、
地
域
力

が
重
要
。

続
き
ま
し
て
、
市
民
憲
章
唱

和
、
水
戸
市
歌
斉
唱
、
奥
田
会
長

の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
引
き
続

き
、
来
賓
と
し
て
、
袴
塚
孝
雄
市

議
会
議
員
、
社
協
の
後
藤
常
務

理
事
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○
会　

長	

奥
田　

俊
亮

○
総
務
自
治
部
（
事
務
局
）

・
部　

長
（
事
務
局
長
）

川
又　

一
郎

・
副
部
長	

川
上　

利
通

・　

〃　
	

渡
辺　

淑
子

・　

〃　
	

近
澤　

博
子

○
広
報
部

・
部　

長	
川
又　

一
郎

・
副
部
長	

飛
田　

美
江
子

・　

〃　

	

鈴
木　

照
子

・　

〃　

	

中
野　

昌
子

○
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部

・
部　

長	

平
山　

晴
雄

・
副
部
長	

伯
耆
田　

敏
克

・　

〃　

	

菅
野　

俊
安

・
副
部
長	

長
谷
川　

基
規

・　

〃　

	

井
上　

末
吉

・　

〃　

	

飯
田　

勝
明

・　

〃　

	

橋
本　

久
雄

・　

〃　

	

野
村　

好
次

○
生
活
環
境
部

・
部　

長	

檜
山　

敏
子

・
副
部
長	

塩
井　

雅
子

○
福
祉
厚
生
部

・
部　

長	

青
木　
　

實

・
副
部
長	

廣
瀬　

喜
美
枝

・　

〃　

	

大
谷　

廣
子

・　

〃　

	

阿
野　

昭
子

○
防
災
委
員
会

・
委
員
長	

森
本　

久
夫

・
副
委
員
長	

中
澤　

英
子

・　

〃　

	

小
網　
　

昇

○
監　

事

・
監　

事	

根
本　

憲
一

・　

〃　

	

湊　

弘
一
郎

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会

会
長　

奥
田　

俊
亮

第
十
四
回
新
荘
夏
ま
つ
り

は
、
七
月
二
十
二
日
（
日
）

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

砂
久
保
子
供
み
こ
し
の
巡

行
が
小
学
校
の
校
庭
に
入
場

し
花
火
を
合
図
に
開
会
式
が

行
な
わ
れ
、
各
イ
ベ
ン
ト
が

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
荘
小
管
楽
合
奏
部
の
演

奏
、
茨
城
中
・
高
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、
水
商
高
校
チ
ェ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
の
演
技

等
が
次
々
に
披
露
さ
れ
、
芝

生
の
緑
の
グ
ラ
ン
ド
か
ら
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
、
大
変

な
盛
り
上
り
を
見
せ
ま
し
た
。

一
方
模
擬
店
の
方
か
ら
は

美
味
し
そ
う
な
匂
い
が
、
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
の
方
か
ら
は
大

き
な
歓
声
が
上
り
、
祭
り
は

絶
好
調
。
更
に
ひ
た
ち
な
か
市

の
や
ん
さ
太
鼓
や
民
舞
で
盛

り
上
り
、
子
供
太
鼓
に
よ
る

盆
踊
り
で
大
き
な
踊
り
の
輪

が
広
が
り
、
地
域
全
体
が
老

い
も
若
き
も
一
体
で
盛
り
上

り
、
強
い
絆
が
感
じ
ら
れ
た

楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会

専
門
部
等
役
員
名
簿

（
平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度
）

強
い
絆
が
感
じ
ら
れ
た

新
荘
夏
ま
つ
り
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新
荘
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

大
内
三
平

昔
は
各
家
に
縁
側
が
あ
っ
て

そ
こ
で
近
所
の
人
達
が
漬
物
や

砂
糖
、
梅
干
等
で
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
世
間
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

最
近
の
家
に
は
縁
側
が
な
い

た
め
こ
の
習
慣
が
廃
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

南
天
ク
ラ
ブ
で
は
、
高
齢
者

の
閉
じ
こ
も
り
や
孤
独
を
解

消
し
仲
間
づ
く
り
を
図
る
た
め

二
年
前
か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
で

「
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
」（
お
茶
と
お
話

し
の
会
）
を
開
い
て
来
ま
し
た
。

こ
れ
は
会
員
に
大
好
評
で
毎
回

三
〇
〜
四
〇
人
の
方
が
集
ま
り
、

お
茶
と
お
菓
子
を
喰
べ
な
が
ら

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
水
戸
市
高
齢
者
ク

ラ
ブ
連
合
会
か
ら
平
成
二
十
四

年
度
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
活
動
賞
」（
仲
間
づ
く
り
活
動

部
門
）
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

新
荘
地
区
高
連
は
、
合
同
で

“
日
帰
り
”
や
“
一
泊
温
泉
旅
行
”

を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
比
較

的
に
値
段
が
安
い
の
で
評
判
が

良
く
、
参
加
者
も
大
変
多
い
で

す
。
ま
た
、
毎
年
九
月
の
“
全
国

一
斉
社
会
奉
仕
の
日
”
に
は
、
地

区
合
同
で
保
和
苑
公
園
の
清
掃

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

新
荘
夏
ま
つ
り
に
は
、
オ
セ

ロ
、
綿
ア
メ
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は

子
供
達
に
大
好
評
で
し
た
。
今

後
は
、
三
世
代
交
流
事
業
で
郷

土
カ
ル
タ
・
小
倉
百
人
一
首
の

会
・
豚
汁
会
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
交
流
大
会
を
予
定
し
て
お
り
、

子
供
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
多
い
新
荘
地
区
で

す
が
現
在
五
ク
ラ
ブ（
二
〇
〇
名

弱
）と
半
減
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
楽
し
く

暮
せ
る
街
を
目
指
し
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

河
川
愛
護
運
動
の
一
環
と
し

て
、
那
珂
川
水
系
ク
リ
ー
ン
作
戦

が
、
七
月
十
五
日（
日
）
実
施
さ

れ
、
新
荘
地
区
か
ら
、「
松
本
町

内
会
」
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、

多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

以
前
に
比
べ
た
ら
、
ゴ
ミ
は

大
巾
に
減
少
し
、
空
に
近
い
ゴ

ミ
袋
が
む
な
し
か
っ
た
で
す
。

高
橋
市
長
も
「
い
や
ー
、
こ
れ

し
か
拾
え
な
い
よ
」
と
笑
顔
で

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ゴ
ミ
よ
り
人
の
数
が
多
い
近

年
の
状
況
か
ら
、
実
施
方
法
を

検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
と
感
じ

ま
し
た
。

私
達
の
住
む
新
荘
学
区
の

大
半
は
、昔「
常
磐
村
」で
し
た
。

そ
こ
で
、
旧
常
磐
村
と
そ

の
周
辺
の
町
名
・
地
名
に
関

わ
る
生
活
と
文
化
を
調
査
し
、

歴
史
文
化
の
保
存
活
動
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
ご
近
所
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
強

化
を
図
る
た
め
、
茨
大
名
誉

教
授	

佐
々
木
靖
章
氏
を
委
員

長
と
す
る
実
行
委
員
会
が
組

織
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
の
一
環
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
下
さ
い
。

○
実
施
日
時

　

九
月
二
十
九
日
（
土
）

　
　

午
前
十
時
〜
十
二
時

○
場　

所

　

末
広
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
講
演
内
容

　
「
ま
ち
の
記
録
を
残
す
」

○
講　

師

　

茨
大
名
誉
教
授

佐
々
木
靖
章　

氏

（
問
合
せ
）茨
城
県
水
戸
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
☎（
２
２
８
）１
３
１
３（
寺
門
）

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー

新
任
あ
い
さ
つ

初
め
て
の
市
民
セ
ン
タ
ー
勤
務

で
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

及
び
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
し

て
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
地

域
の
皆
様
と
共
に
考
え
、
親
し
ま

れ
る
市
民
セ
ン
タ
ー
の
環
境
整
備

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

所　長

山田 和久

三
年
ぶ
り
に
新
荘
市
民
セ
ン

タ
ー
へ
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
新

し
い
気
持
ち
で
全
力
を
尽
く
す
覚

悟
で
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鯨岡 美穂

常
磐
市
民
セ
ン
タ
ー
よ
り
四
月

一
日
付
で
配
置
替
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
。

宗形 赫子

編

集

部

委

員

川
又　

一
郎
・
飛
田
美
江
子

鈴
木　

照
子
・
中
野　

昌
子

那
珂
川
水
系

ク
リ
ー
ン
作
戦

旧
常
磐
村
に
関
す
る
講
演
会
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
が　
　

し
く
住
め
る
街
を
目
指
し
て

楽
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開会式参加途中に拾ったゴミ！


